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(百万円未満切捨て)

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 75,646 66.1 5,533 66.9 5,915 64.0 3,596 51.1

2021年12月期第３四半期 45,544 2.2 3,314 △0.6 3,605 0.3 2,379 △7.6
(注) 包括利益 2022年12月期第３四半期 3,934百万円( 33.2％) 2021年12月期第３四半期 2,954百万円( 28.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 135.28 134.51

2021年12月期第３四半期 89.60 89.04
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 103,229 84,338 79.7

2021年12月期 99,096 82,117 79.1
(参考) 自己資本 2022年12月期第３四半期 82,259百万円 2021年12月期 78,400百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年12月期 － 15.00 －

2022年12月期(予想) 17.00 32.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　2022年12月期の期末配当金につきましては、１株当たり15円に２円を加えた17円とする配当予想に修正いたしまし
た。詳細につきましては、本日（2022年11月10日）公表いたしました「2022年12月期（第９期）配当予想の修正に関
するお知らせ」をご覧ください。

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,800 46.5 6,200 57.4 6,800 53.7 4,100 44.1 154.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期３Ｑ 28,336,061株 2021年12月期 28,336,061株

② 期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 1,736,757株 2021年12月期 1,770,572株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 26,587,810株 2021年12月期３Ｑ 26,560,592株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
に関する事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
・当社グループの業績は、ガス事業の比重が高いことから、その性質上、気温などの影響により著しい季節的変動
があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の売上高については、主に販売価格の上昇によってガス事業の売上高が増加したことなど

により、66.1％増加の75,646百万円となりました。また、営業利益については、ヨウ素販売価格が上昇したことなどに

より、66.9％増加の5,533百万円、経常利益については64.0％増加の5,915百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

については51.1％増加の3,596百万円となりました。

　増減の比較については、全て「前年同期」との比較であります。また、当社グループの業績は、ガス事業の比重が高

いことから、その性質上、気温などの影響により著しい季節的変動があります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」といいま

す。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。このため、前年同期比較は基準の異なる算定方法に

基づく数値と比較しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に

関する注記事項（会計方針の変更等）」をご参照ください。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、2022年１月１日付で連結子会社間の吸収分割による事業再編

を実施しており、第１四半期連結会計期間より「ガス事業」にて計上していた原価の一部を「ヨウ素事業」の原価とし

て計上する変更を行っております。この表示方法の変更を反映させるため、前年同期のセグメント利益の組替えを行っ

ております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セ

グメント情報等）」をご参照ください。

＜ガス事業＞

　輸入エネルギー価格の影響によりガス販売価格が上昇したことや、発電用途での需要増加等によりガス販売量が増加

したことなどにより、売上高については73.4％増加の64,769百万円となりました。また、営業利益については、ガス仕

入費用も増加したことなどにより、12.7％増加の4,566百万円となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、

売上高は131百万円減少し、営業利益は14百万円増加しております。

＜ヨウ素事業＞

　好調な市況を背景に、ヨウ素販売価格が上昇したことに加え、為替も円安で推移したため、売上高については33.2％

増加の5,768百万円、営業利益については132.1％増加の2,923百万円となりました。なお、収益認識会計基準等の適用に

よる影響はありません。

＜その他＞

　電力事業の売上高が増加したことなどにより、売上高については32.0％増加の5,107百万円、営業利益については建設

事業の工事売上が増加したことや電力販売量が増加したことなどにより、127.1％増加の492百万円となりました。なお、

収益認識会計基準等の適用により、売上高は561百万円増加し、営業利益は99百万円増加しております。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。

　なお、増減の比較については、全て「前連結会計年度末」との比較であります。

＜資産の部＞

流動資産は受取手形、売掛金及び契約資産の減少などにより4.6％増加の38,511百万円となりました。また、固定資産

は関係会社長期貸付金の増加などにより、3.9％増加の64,718百万円となりました。以上の結果、資産合計は4.2％増加

の103,229百万円となりました。

＜負債の部＞

流動負債は支払手形及び買掛金の減少などにより、16.6％増加の12,632百万円となりました。また、固定負債は長期

借入金の増加などにより1.8％増加の6,258百万円となりました。以上の結果、負債合計は11.3％増加の18,891百万円と

なりました。

＜純資産の部＞

純資産合計は利益剰余金の増加などにより、2.7％増加の84,338百万円となりました。

　



Ｋ＆Ｏエナジーグループ株式会社(1663) 2022年12月期 第３四半期決算短信

- 3 -

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の見通しについては、2022年８月12日付の「2022年12月期 第２四半期決算短信」で公表いたしました連結業績

予想から変更ありません。詳細については、2022年８月12日付の「2022年12月期 第２四半期決算短信」をご参照くだ

さい。

　また、2022年12月期の期末配当金については、１株当たり15円に２円を加えた17円とする配当予想に修正いたしまし

た。詳細については、本日（2022年11月10日）公表いたしました「2022年12月期（第９期）配当予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,894 13,226

受取手形及び売掛金 9,463 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 10,894

有価証券 2,700 10,499

棚卸資産 1,537 1,814

その他 2,241 2,085

貸倒引当金 △7 △8

流動資産合計 36,829 38,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,254 9,907

機械装置及び運搬具（純額） 17,575 16,667

その他（純額） 10,885 11,996

有形固定資産合計 38,716 38,571

無形固定資産 1,548 1,471

投資その他の資産

投資有価証券 10,805 11,836

関係会社長期貸付金 9,448 11,173

その他 1,782 1,698

貸倒引当金 △34 △34

投資その他の資産合計 22,001 24,674

固定資産合計 62,266 64,718

資産合計 99,096 103,229

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,772 7,758

引当金 29 63

未払法人税等 621 1,158

その他 3,407 3,651

流動負債合計 10,830 12,632

固定負債

退職給付に係る負債 4,915 4,954

引当金 203 234

その他 1,030 1,069

固定負債合計 6,148 6,258

負債合計 16,978 18,891
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 12,922 13,915

利益剰余金 58,434 61,296

自己株式 △1,253 △1,230

株主資本合計 78,103 81,981

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 503 435

退職給付に係る調整累計額 △206 △157

その他の包括利益累計額合計 297 277

新株予約権 212 195

非支配株主持分 3,504 1,883

純資産合計 82,117 84,338

負債純資産合計 99,096 103,229
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 45,544 75,646

売上原価 35,182 62,989

売上総利益 10,361 12,656

販売費及び一般管理費 7,047 7,122

営業利益 3,314 5,533

営業外収益

受取利息 130 164

受取配当金 69 138

その他 141 122

営業外収益合計 341 425

営業外費用

寄付金 36 35

その他 13 7

営業外費用合計 50 43

経常利益 3,605 5,915

特別利益

固定資産売却益 49 －

貸倒引当金戻入額 13 －

特別利益合計 63 －

特別損失

固定資産除却損 131 173

その他 11 －

特別損失合計 142 173

税金等調整前四半期純利益 3,526 5,742

法人税等 948 1,786

四半期純利益 2,577 3,956

非支配株主に帰属する四半期純利益 198 359

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,379 3,596
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 2,577 3,956

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 327 △70

退職給付に係る調整額 48 48

その他の包括利益合計 376 △21

四半期包括利益 2,954 3,934

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,750 3,577

非支配株主に係る四半期包括利益 203 356
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間

（自 2022年１月１日 至 2022年９月30日）

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」といいま

す。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、ＬＰガス事業及び電力事業の販売に関して、従来は検針日基準により収益を認識しておりましたが、

決算月の検針日から決算日までに生じた収益を見積って認識する方法に変更しております。

　また、ガス事業における同業他社との製品の交換と実質的に捉えられる取引に関して、従来は一部売上と売上原価

を総額で認識しておりましたが、純額で収益を認識する方法に変更しております。

　さらに、建設事業における工事契約に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準を、この要件を満たさない工事については工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足す

るにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗率の見積りの

方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっております。なお、契約における取引開始日から完全に履行

義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約等については代替的な取扱いを適用し、一定の期間

にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

　加えて、器具販売事業における販売促進制度に関して、従来は、顧客に支払われる対価の一部を販売促進費として

売上原価及び販売費に計上しておりましたが、これら顧客に支払われる対価を売上高から控除する方法に変更してお

ります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は430百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ113百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は62百万円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

としました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」といいま

す。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微

です。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　 前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ガス事業 ヨウ素事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

37,346 4,329 41,676 3,868 45,544 － 45,544

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2 142 145 81 226 △226 －

計 37,349 4,471 41,821 3,950 45,771 △226 45,544

セグメント利益 4,053 1,259 5,313 216 5,529 △2,215 3,314

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業及び器具販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,215百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,351百万円が

含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」セグメントにおける電力事業用資産及び各報告セグメントに配分していない全社資産の減損損失を

計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては「その他」セグメントにおける電力事

業用資産10百万円、各報告セグメントに配分していない全社資産１百万円であります。

　 当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ガス事業 ヨウ素事業 計

売上高

顧客との契約
から生じる収益

64,769 5,768 70,538 5,107 75,646 － 75,646

外部顧客への
売上高

64,769 5,768 70,538 5,107 75,646 － 75,646

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

274 104 379 22 401 △401 －

計 65,044 5,873 70,917 5,129 76,047 △401 75,646

セグメント利益 4,566 2,923 7,489 492 7,982 △2,448 5,533

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業及び器具販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,448百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,540百万円が

含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　重要性が乏しいため記載を省略しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　「注記事項（会計方針の変更等）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等

を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に

変更しております。この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「ガス事業」の売上高は131百

万円減少、セグメント利益は14百万円増加し、「その他事業」の売上高は561百万円増加、セグメント利益は99百

万円増加しております。

　また、第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である関東天然瓦斯開発株式会社及び日本天然ガ

ス株式会社（現Ｋ＆Ｏヨウ素株式会社）の「ガス事業」及び「ヨウ素事業」の再編を実施しており、「ガス事

業」にて計上していた原価の一部を「ヨウ素事業」の原価として計上する変更を行っております。この表示方法

の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間のセグメント利益の組替えを行っております。この結果、

前第３四半期連結累計期間のセグメント利益において、「ガス事業」が649百万円増加しており、「ヨウ素事業」

が649百万円減少しております。

　


